
"イエスにこう言い送った。「おいでになるはずの方はあなた
ですか。それとも、別の方を待つべきでしょうか。」"　マタ
イの福音書　11章3節　この箇所について、どんな解釈があり
ますか？
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マタイの福音書11章3節で、投獄されたバプテスマのヨハネがイエスについて「おいでになるはずの方はあ
なたですか。それとも別の方を待つべきでしょうか」と問う場面には、いくつかの注目すべき解釈が存在し
ます。大きく分けると、ヨハネの質問の「背景」と「目的」に焦点を当てた議論が多いです。以下に代表的
な見解をまとめます。

1. ヨハネの「疑い」や「揺らぎ」を示すものとする見解
バプテスマのヨハネは、旧約聖書の預言（とくにイザヤ書やマラキ書）を背景にメシアを待望し
ていました。ヨハネ自身はイエスの到来を証言し（マタイ3章など）、イエスを「神の小羊」と呼
んでいます（ヨハネ1:29）。しかし、自分が投獄され（マタイ4:12, 14:3-5）、思うように神の国
の実現が進まないように見える状況の中で、“自分が待望していた裁きと救いがなかなか成就しな
い”ことに戸惑いが生じ、「本当にイエスこそが約束されたメシアなのだろうか」という疑念を抱
いたという解釈です。
旧約においては「来るべき方」（ヘブライ語的には「来たる方」、ギリシア語ではὁ ἐρχόμενος
と表現される）はメシアを指す場合が多いのですが、ヨハネの期待していた「メシア像」とイエ
スのなさっている働き（病の癒しや罪人との交わりを中心とした宣教活動）とのあいだにズレが
あったのではないか、と解されます。

2. ヨハネ自身ではなく、弟子たちのためにあえて質問したとする見解
ヨハネはすでにイエスを「神の小羊」と公に証言しており（ヨハネ1:29,36）、イエスこそメシア
であるという信念を持っていたと理解されます。しかし、ヨハネの弟子たちはイエスを直接的に
は理解できていない部分があったため、ヨハネが彼らをイエスのもとに送り、イエスご自身の言
葉と奇跡を目撃させることで、弟子たちの確信を深めようとした、という解釈です。
この解釈では、ヨハネ自身は確信を失ってはいなかったものの、「弟子たちにイエスが真のメシ
アであることを直接聞かせる」ことを意図して、「私の代わりに行って確かめなさい」という姿
勢を取ったと考えられます。

3. ヨハネが抱いていた「来るべき裁き」とイエスの宣教活動との対比
ヨハネはメシアの到来とともに「裁き」（マタイ3:7-12, ルカ3:7-17）が直ちに行われるものと
思っていました。けれどもイエスは回心と赦しを説き、多くの病人や罪人との交わりの中で福音
を示していきます。ヨハネは、自分が想定していた「即時的な裁きの到来」のイメージと、イエ
スが展開している「病人の癒し、悪霊追い出し、罪人への赦し」といった活動のあいだにズレを
感じた可能性があります。
イエスの答えはイザヤ35章5-6や61章1-2などを想起させるもので、「盲人が見、足のなえた者が
歩き…貧しい者に福音が宣べ伝えられている」（マタイ11:4-5）と語られます。これは、終末論的
な裁きではなく、まず「恵みと救い」の業が成就しているという「メシアのしるし」であり、ヨ
ハネに対して「私はまさに旧約に示された来るべきお方である」という回答になっています。

4. 文学的構造から見た意義



マタイ11章は、イエスの宣教活動が進展していく中で、「イエスは本当にメシアなのか」という
問いが表面化する一連の段階と捉えることができます。ヨハネからの問いは、「イエスの正体」
を問う代表的な疑問として扱われ、続く11章7節以降でイエスがヨハネを高く評価し、さらに諸都
市の不信仰を嘆く流れへと繋がっていきます。
文学的に言えば、ここでの「問いと答え」はマタイ福音書全体の重要なテーマ、すなわち「イエ
スは誰か」「神の国はいかに到来するのか」を物語の中心に提示する仕掛けになっています。ヨ
ハネの問いが読者の問いを代弁し、イエスの答えがメシアとしての活動を旧約の預言を引用して
示すという構造です。

5. 神学的・聖書神学的なまとめ
この箇所は、イエスがメシアであることの裏付けとして、イザヤ書などの旧約の預言の成就を強
調する役割を担っています。ヨハネの疑問は、当時の人々や後の読者が感じるかもしれない「な
ぜすぐに裁きが起こらないのか」という疑問に対する一つの回答例にもなっています。
同時に、本来ならば裁きと救いが一度に訪れると思われていたメシアの到来に、ある種の「時差
（Already/Not Yet）」があることを示す箇所ともいえるでしょう。
イエスご自身は、ここで奇跡や宣教という形で先に「新しい時代が始まった」ことを示しなが
ら、最終的な裁きはまだ先にあるという二段階的なメシア観を示唆していると理解できます。

以上をまとめると、マタイ11章3節におけるバプテスマのヨハネの問いは、「イエスのメシア性」をめぐる
疑問を読者に提示し、イエスご自身の宣教活動が旧約の預言を成就していることを示す重要な契機となって
います。ヨハネが抱いた「疑念」または「確信あるいは弟子たちの教育的意図」が、この箇所の背景にある
と考えられます。さらに、イエスが引用する預言（イザヤ書など）によって「救い」が強調されつつ、メシ
アの働きが旧約の預言に一致していることが示されることから、ここは福音書全体の中心テーマである「イ
エスこそが救い主である」という主張を文学的に高める位置づけを持っています。

ヨハネは、「さばきはまだなのですか？」と、さばきがなさ
れることを催促しているようにも思えます。
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おっしゃるとおり、バプテスマのヨハネの問いには「裁き」はまだ来ないのか、なぜ今すぐに実現しないの
か、という焦燥感や問いかけが含まれている、と理解する解釈があります。ヨハネが悔い改めを強く説き
（マタイ3章、ルカ3章）、近い将来に「火による裁き」（マタイ3:10-12）や激しい神のさばきを期待して
いたことを踏まえると、彼の問い「おいでになるはずの方はあなたですか。それとも別の方を待つべきで
しょうか」（マタイ11:3）は、「あなたが真のメシアなら、いまこそ裁きを実行なさるのではないです
か？」という催促に近いニュアンスを含んでいると考えられます。

以下、その背景や神学的な意味をいくつかの角度から整理します。

1. ヨハネが強調していた「さばき」のイメージ
ヨハネは、「悔い改めにふさわしい実を結ばない木は切られて火に投げ込まれる」（マタイ
3:10）とか、「脱穀場を隅々まできよめて、麦を倉に納め、もみがらを消えない火で焼き滅ぼさ
れる」（3:12）など、神のさばきの到来が間近であることを強烈に宣言しました。
このメッセージには、旧約聖書にある「終末的な裁き」のイメージ（イザヤ13章、マラキ3–4章な
ど）が強く反映されており、メシアが到来すれば直ちに裁きが行われる、という理解だったと推
測されます。



2. イエスの活動とのギャップ
ところが、イエスが実際に行っていたのは、病人や盲人の癒し、貧しい者への福音の宣言といっ
た「救い」の業でした（マタイ11:4-5）。確かに悪霊追い出しや赦しの宣言は驚くべき権威を
もった働きでしたが、「政治的・軍事的な悪の支配を即刻に滅ぼす」というような、旧約の預言
に見られる厳格で直接的な裁きとは違って見えたのです。
ヨハネ自身は獄中にいて、ヘロデ・アンティパスの悪政に対する裁きや、ローマ支配の終焉、あ
るいは不義を行う者が神の手によって滅ぼされるような劇的展開を待ち望んでいたかもしれませ
ん。しかし、それらは一向に起こらない。その状況で「もしイエスが本物のメシアなら、なぜ裁
きが起きないのか？」と疑問を抱いた可能性があります。

3. イエスの応答に見る「メシア的しるし」と「さばき」
イエスはヨハネの弟子たちに「盲人の目が開かれ、足のなえた者が歩き…貧しい者に福音が宣べ伝
えられている」（マタイ11:4-5）と伝えるように言われました。これはイザヤ書35章5-6、61章1-
2などにある「終わりの日に神がもたらす回復」や「メシアのしるし」を想起させます。
ただし、そこには「神の激しいさばき」の描写がすぐ後に付随していない点が特徴的です。イザ
ヤ61章1-2も「主の恵みの年」と「われわれの神の復讐の日」が並んでいますが（61:2）、イエス
はルカ4:18-19で前半だけを読み、裁きの部分には言及されません。これはイエスの公生涯（最初
の到来）がまず「恵みと救い」をもたらすことを示唆し、最終的な「裁き」は後に来る、という
二段階的な理解を裏付けると多くの神学者が捉えています。

4. 「すでに／まだ」の視点（Already / Not Yet）
新約聖書全体を見ると、メシアの到来は確かに「神の国」をもたらすものである一方、最終的な
裁きはイエスの再臨時に完成すると示唆されています（マタイ25章、2テサロニケ1:5-10など）。
バプテスマのヨハネは、メシア出現と裁きの完成が同時に起こると想定していたように思われま
すが、実際には「すでに来ている神の国（救いの業）」と「まだ来ていない完成（最終的な裁
き）」という時差があります。ヨハネはそのギャップを理解しきれず、「裁きはまだなのか？」と
問いかけているわけです。

5. 文学的・神学的意義
マタイ福音書11章では、ヨハネの問いが読者に「イエスこそメシアなのか、もしそうなら今はな
ぜ裁きが起こらないのか」という問題を突きつけます。そして、イエスの答えは「まさに預言が
成就している」と証言する一方で、ヨハネが期待していたような“即時の裁き”ではなく、「恵みの
時が始まった」ことを示します。
この流れの中でイエスは、さらに進んで悔い改めない町々を責め（マタイ11:20-24）、最終的に
は裁きの時があることにも触れているため、「恵みの到来」と「裁きの警告」が切り離されてい
ないことも合わせて示されています。

結論として、バプテスマのヨハネの問いに「裁きの未実現」に対する焦りや疑問が込められている、と解釈
することは十分に筋が通ります。ヨハネは旧約の預言から「メシアの出現＝救いと同時に激しい裁き」だと
理解していたからこそ、投獄されたままの自身の境遇や世の中の不義がただちに断罪されないことに困惑し
たのだと考えられます。それに対してイエスは、救いと解放の働きをまず示しながら、最終的な裁きは後に
実現するという「二段階的」なメシア像を示唆しています。こうした流れがマタイ11章全体で展開されてお
り、まさにヨハネの問いが「裁き」と「救い」の両側面をどう見るかを浮き彫りにしていると言えるでしょ
う。

この会話は、イエスの宣教が始まって、どのぐらい経ってか



この会話は、イエスの宣教が始まって、どのぐらい経ってか
らのことなのでしょうか？
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マタイ11章のヨハネとのやり取りが、イエスの公の宣教開始からどのくらい後なのかを、新約聖書本文から
厳密に算出するのは難しいのですが、大まかな時期としては「イエスがガリラヤで相当数の奇跡や教えを
行った後、弟子たちを派遣して（マタイ10章）、さらに活動が広がり始めた段階」と考えられます。いわゆ
るイエスの“初期ガリラヤ宣教”がある程度進んだ後の出来事で、一般的には以下のように推定されます。

1. ヨハネ投獄後にイエスの宣教が始まる（マタイ4:12）
マタイ福音書では、ヨハネが捕らえられたのちにイエスがガリラヤで宣教を開始した、とまとめ
られています。
ただし、ヨハネ福音書を読むと、イエスが公に活動し始めてからも、しばらくヨハネがまだ活動
していた痕跡があるため（ヨハネ3:22–24）、実際にはイエスの宣教開始とヨハネの投獄に若干重
なる期間があった可能性もあります。

2. マタイ5–7章（山上の説教）と、マタイ8–9章（多くの奇跡）を経ている
マタイ福音書は、イエスの宣教を「大きな説教（ディスコース）」と「奇跡物語」を織り交ぜつ
つ配置しています。5–7章は山上の説教、8–9章は奇跡集とされる部分です。
その後、マタイ10章でイエスは12人の弟子たちを派遣し、より広範な宣教活動が展開され始めた
という構造です。

3. マタイ11章でバプテスマのヨハネからの問い
こうした流れを見ると、マタイ11章は「イエスのガリラヤでの宣教が一段進んだ段階」で、すで
に「イエスは多くの村々で活動され、弟子たちも派遣された後」という位置づけになります。
ヨハネはおそらく投獄されてからある程度時間が経っており、「メシアの活動が進んでいるはず
なのに、自分の思うような“裁き”の実現が見えない」という疑念が募るだけの期間があったと推測
できます。

4. 具体的な期間の推定
イエスの公生涯（おそらく3年から3年半ほどとされる）の中の前半から中盤にかけての時期と、
多くの研究者は見なします。
厳密に「何年目」ということは福音書そのものからは判明しませんが、半年から1年超ほどの宣教
活動を経たころという推測を目にすることが多いです。
その根拠としては、福音書全体の展開上、山上の説教や相当数の奇跡によってイエスの名声が広
まり（9:33など）、ファリサイ派や律法学者の警戒心も高まる段階（9:34など）を一通り経た後
に、この11章が位置しているからです。

したがって、マタイ11章のこの会話は、イエスが宣教を始めてから“まだ初期とはいえ、それなりの期間が経
ち、活動の評判が広がっていた段階”と考えるとよいでしょう。ヨハネが獄中で疑問を持つに至るまでの時間
的幅が感じられることから、おおむねイエスの宣教開始から半年から1年程度、もしくはそれ以上が経過し
ていたと推定されるのが一般的です。

ヨハネがイエスに問う話は、列王記19章のエリヤと神様の会



ヨハネがイエスに問う話は、列王記19章のエリヤと神様の会
話など、何か連想すべき旧約の箇所はありませんか？
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バプテスマのヨハネは、しばしば「来るべきエリヤ」（マラキ4:5）として理解され、実際イエス自身も「来
るべきエリヤはヨハネである」といった趣旨の言及をしています（マタイ11:14, 17:12-13）。そのため、旧
約におけるエリヤ預言者の出来事との関連は、福音書の記述を読むうえでしばしば参照されます。

ご質問の「列王記第一19章のエリヤと神様のやり取り」と、ヨハネが獄中で「イエスこそ来るべき方か」と
問う物語（マタイ11:2-6など）のあいだにも、いくつか連想すべき点が挙げられます。

1. 神の働きへの期待のずれと、落胆・疑問
エリヤはカルメル山でのバアル預言者との対決（列王記上18章）において神の力を経験し、大勝
利のように思えました。しかし、すぐ後にイゼベルの脅迫を受け、荒野に逃げ込みます（19
章）。神の裁きが即座に下ると思いきや、事態は思うように進まず、エリヤは「主よ、もう十分で
す。私の命を取ってください」とまで嘆き落胆しました（19:4）。
同様に、ヨハネは荒野で人々に悔い改めを迫り（マタイ3章）、メシアが到来すれば近々「裁きの
斧」や「火によるさばき」が実行されると確信していたように見えます。しかし、投獄されても
何ら変わらない現実に直面し、「あなたが本当に来るべき方か」と疑問を呈している、と読めま
す。
どちらも「神がすぐに裁きや力をもって事態を一変させるはずだ」と期待していたのに、そうは
ならない現状を前にして苦悩しているわけです。

2. 神（または神の使わした者）の現れ方の意外性
列王記第一19章では、エリヤは強風や地震、火ではなく「かすかな細い声」の中に神の臨在を認
識します（19:11-13）。人間の目に派手で力強い“印象的な現れ”ではなく、静かな形で神が語られ
ることを知る場面です。
ヨハネが期待していたのは、悪を断罪して裁きを断行し、目に見える形で世界をひっくり返すメ
シア像だったかもしれません。しかし、イエスが示した活動は、病人の癒し・罪人との交わり・
恵みの宣言といった「静かに広がっていく救い」の性質でした。その意味で、当時の一般的な
「メシア＝大きな政治的・軍事的救い主」という期待とは違うかたちで神の救いが始まっている
という点が、エリヤが“派手な現象”ではなく「かすかな声」の中で神に出会うのと似たパターンと
して読めるかもしれません。

3. エリヤ／ヨハネが「残された人々」（弟子や次世代）に道を準備する役割
エリヤはホレブ山で神から新しい王たちを任命せよと命じられ（19:15-16）、後継者エリシャを
召し出していきます（19:19-21）。荒野での嘆きがあったのち、次の時代へと神の業が継承され
る重要な局面となります。
ヨハネも「自分はメシアの前に道を備える者」（イザヤ40:3に基づく）として位置づけられ、イ
エスとその弟子たちに「次の段階」をバトンタッチするような形で生涯を終えます。実際、マタ
イ11章では「もし受け入れることができるなら、ヨハネこそ来るべきエリヤである」（11:14）と
語られ、神の計画の流れの中でのヨハネの役割が明確にされます。彼の一時的な疑問にもかかわ
らず、イエスはヨハネを非常に高く評価し（11:7-11）、その使命を認証するのです。

4. 裁きと救いの“タイミング”に関する示唆



エリヤは、バアル崇拝の完全な掃討とイスラエルの回復を熱望していましたが、神の計画はエリ
ヤの思うような「即時・一挙」の形では進まなかった。
ヨハネも「いま裁きが実現する」と思い込んでいた可能性がありますが、実際にはイエスの第一
の来臨では恵みの福音が中心に展開され、最終的な裁きはまだ先（再臨の時）にあるという二段
階的な進展になります。
いずれも「神が思い通りに裁きを執行しない（もしくは遅らせている）ように見える」現実の中
で、預言者が「本当にこれでいいのですか」「どうなっているのですか」と問う構図が重なりま
す。

以上のように、列王記上19章のエリヤの出来事は、バプテスマのヨハネが獄中で抱いた疑問や落胆とよく対
比されます。エリヤとヨハネはいずれも神の偉大な器として扱われますが、神の計画が必ずしも預言者本人
の期待どおりに速やかに成就するわけではない、という点や、彼らの“弱さ”や“問いかけ”をとおして、むしろ
神の主権的な働きの「意外性」や「時差」が浮き彫りになる、という共通のパターンがあるのです。

この対比はさらに、マタイ福音書11章以降でイエスが語るヨハネ像や「裁き」と「恵み」の関係を理解する
うえでも意味があります。旧約の偉大な預言者エリヤですら悩み、神の言葉に新たに導かれたように、ヨハ
ネもまたメシア像に対する問いかけを通して、イエスの本来の姿を示されていったと読むことができるで
しょう。

詩篇の中でも、何度も「主よ、いつまでですか？」と訴えま
すね
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たしかに詩篇には「主よ、いつまでですか？」という嘆きの言葉が繰り返し登場します。代表的なものとし
て、詩篇13:1（「いつまででしょうか、主よ。わたしを永久にお忘れになるのですか。」）や、詩篇89:46
（「主よ、いつまでですか。いつまで御自分をお隠しになるのですか。」）などが挙げられます。多くの嘆
きの詩篇では、神がなかなか助けの手を差し伸べてくださらないように見える状況に対し、詩篇記者が「い
つまでですか、主よ」と尋ね、神の迅速な介入・救いを願う構図が繰り返されます。

バプテスマのヨハネが「おいでになるはずの方はあなたですか。それとも、別の方を待つべきでしょうか」
（マタイ11:3）と尋ねた背景にも、「なぜ神は不正に対してただちに裁きを行わないのか」「なぜ今すぐ救
いが実現しないのか」という焦燥感や問いかけが感じられます。これはまさに詩篇の「主よ、いつまでです
か？」という叫びと同じパターンです。

以下、その共通点を整理します。

1. 神の約束とのギャップに対する嘆き・問いかけ
詩篇の嘆きには、「神の民」であるにもかかわらず、なかなか回復や救いが実現しない苦しい現
状への問いが見られます。
バプテスマのヨハネも「メシアの到来による裁きと救い」が実行されるはずなのに、それが目に
見えるかたちで進まない（自分はむしろ獄に閉じ込められている）という状況に直面していまし
た。両者は「神は本当に行動してくださるのか」「いつまでこの状態が続くのか」と問いかける
点で重なります。

2. 神の介入を願う“嘆きの祈り”



詩篇の嘆きの多くは、最終的に「しかし私はあなたに希望を置きます」といった信仰告白へと向
かいます。嘆きの中でも神への信頼は捨てず、正直に切なる思いを神に注ぎ出すスタイルです
（例：詩篇13:5-6）。
ヨハネの場合は、直接的な祈りの形ではなくイエスに弟子を遣わして「質問」していますが、本
質的には「神の救いと裁きを信じているからこそ、いまの状況に合点がいかない」という嘆きや
疑問を投げかけていると読むことができます。嘆きや疑問は“信頼の対極”ではなく、“信頼してい
るからこそ神に訴える”という詩篇の構造に近いものがあります。

3. 神の救いが“遅れる”ことの神学
詩篇は、「なぜ悪がはびこるのを神は許しておられるのか」という問いを投げかけながら、それ
でも最終的に「神の時」を待ち望む姿勢に至ります（例：詩篇37篇、73篇など）。
新約時代においては、イエスが来られたにもかかわらず、その救いと裁きの完成（終末の成就）
はまだ将来に残されている、という「すでに/まだ（Already/Not Yet）」の緊張関係の中にありま
す。ヨハネが抱いた「どうしてすぐに裁きが行われないのか？」という疑問は、詩篇が繰り返し
取り上げる「どうして今この苦しみが放置されるのか？」という問いと同質のものであり、神の
深いご計画のうちにある“時差”をめぐって悩む姿といえます。

4. 信仰者の歩みとしての“嘆きと希望”

詩篇で繰り返される“嘆き”や“問いかけ”は、旧約に限らず神の民が持ちうる普遍的なテーマです。
バプテスマのヨハネのケースは、これを新約における具体的な人間ドラマとして描いた例と見る
こともできます。大きな神の計画が進む中で、私たちの想像どおりに事が運ばない状況がある。
そこでは嘆きや疑問が生じますが、同時に詩篇の多くが最終的に希望へと至るように、ヨハネも
またイエスの答えとその活動に照らされて「彼こそ真に来るべきメシア」であると再確認してい
くわけです（マタイ11:4-6, 11:14）。

総合すると、詩篇に度々登場する「いつまでですか、主よ？」という嘆きと、バプテスマのヨハネが「メシ
アの裁きはまだなのか？」と問いかけた構図は、神の救いと裁きが“現実の苦しみ”や“悪”に対して即時に実行
されないことへの同じ悩みを表しています。詩篇の嘆きがそうであるように、ヨハネの問いもまた、単なる
不信仰ではなく、“神を心から信じているが故に起こる苦しみや疑問”として捉えることができます。これは
旧約—新約を通じて一貫して見られるテーマであり、神の民がどの時代においても経験する「神の時と自分
の期待のギャップ」を浮き彫りにしているのです。

まさに預言者にふさわしい訴えですね  

OpenAI o1  

そうですね。まさに預言者は、人々を代表して神に訴え、神の言葉を示す存在といえます。旧約聖書の預言
者たちは、民の罪や苦難、そして神の救いの約束とのあいだの緊張や矛盾を、そのまま神の前に持ち出しま
した。詩篇の嘆きも預言者的な心情に通じる部分があり、バプテスマのヨハネが抱えた「どうして裁きがま
だ来ないのか」との問いも、まさに「神の言葉を信じるがゆえに不条理や遅延を嘆く」典型的な預言者の姿
です。

聖書を通読すると、こうした問いかけこそが人間の弱さではなく、むしろ神との真摯な対話の現場であるこ
とがわかります。預言者の嘆きが神の救いを促すきっかけとなり、またその嘆きによって神のご計画の深さ
が明かされることも珍しくありません。バプテスマのヨハネの場合も、最終的にはイエスがイザヤの預言の
成就（盲人の目が開かれる、など）を引き合いに出す形で応え、彼が待ち望んだ裁きだけではなく、「まず
救いが顕在化する時期」なのだということを示していきます。こうしたやり取りこそ、預言者的な“神への嘆



き”が生み出す深い神学的洞察の一例と言えるでしょう。

"「まむしの子孫たち、だれが、迫り来る怒りを逃れるように
と教えたのか。"マタイの福音書　3章7節　"また手に箕を
持って、ご自分の脱穀場を隅々まで掃ききよめられます。麦
を集めて倉に納め、殻を消えない火で焼き尽くされま
す。」"　マタイの福音書　3章12節

 

その日を待って、悔い改めを説いているのですよね。  
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はい、そのとおりです。バプテスマのヨハネは、近づきつつある「さばきの日」「怒りの日」を見据えて、
人々に悔い改めを迫っているのがマタイ3章の文脈です。「まむしの子孫たち」（3:7）という強い表現で戒
める背景には、偽善や形式的な宗教心に陥っている人々に対し、「メシアの到来と裁きが目前に迫ってい
る。いまこそ本当の意味で神に立ち返れ」という切迫感があります。

マタイ3章では、ヨハネは特に「悔い改めにふさわしい実を結べ」（3:8）と強調します。そして「斧はすで
に木の根元に置かれている」（3:10）とも言い、すでに“裁きの準備”は始まっていると告げています。3:12
で「脱穀場を隅々まで掃ききよめ…殻を消えない火で焼き尽くされる」とあるように、真の悔い改めを伴わ
ない者には厳しいさばきが臨むという警告です。

これはマラキ書3–4章（特に3:2-5、4:1）の「主の来臨」と「火によるさばき」のイメージと響き合ってお
り、ヨハネは旧約の預言者たちと同じ視点から「神の最終的な裁きが近い」という緊張感をもって宣教して
います。彼の務めは、メシアの出現に備えて人々を悔い改めへと召す「道備え」でした。

ですから、ヨハネの説教は単に道徳的な警告ではなく、迫り来る神の怒りの日、すなわち「裁きの日」の現
実性を認めつつ、神に向かって心を翻すよう強く求めているのです。実際、イエスが登場して「神の国は近
づいた」と宣言されるとき、その根底にはまさに「悔い改めによって救いにあずかる者」と「それを拒んで
裁きにあずかる者」の二分が迫られているというメッセージが続いていきます。

ハバクク2:3は、「来るべき方」とつながるものですか？ハバ
ククの最初は「いつまでですか、主よ」と言います。
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ハバクク書2章3節は、原文では「幻（＝神からの啓示）の実現は定められた時のためである。それは終わり
について告げ、その言葉は偽ることがない。もし遅くなっても、待っていよ。必ず来る。遅れることはな
い」（大意）という趣旨ですが、新約聖書の解釈やユダヤ教の伝承では、これを「来るべき方」（メシア）
と関連づけて読むことがあります。

特にヘブル人への手紙10章37節では、ハバクク2章3–4節（七十人訳LXXの形）を引用し、「もうしばらくす
れば、『来るべき方』が来られる。遅れられることはない」というふうに「幻」を「来るべき方」として人
格化して受け取り、メシア的なニュアンスを与えています。そうした新約の引用からもわかるとおり、教会
史を通じてハバクク2:3は「メシア待望」と結びつけて読まれることが多くありました。

1. ハバクク書の流れと「いつまでですか、主よ」



1. ハバクク書の流れと「いつまでですか、主よ」  
ハバクク書の冒頭（1:2）で預言者は「いつまでですか、主よ」と嘆き、神がなかなかイスラエルの不正やバ
ビロンの侵略を裁いてくれない現実に苦しみ、神に問いかけます。これは詩篇の「主よ、いつまでですか」
（例：詩篇13篇）とも重なる預言者的な嘆きの形です。

ハバククは悩みつつも「わたしは見張り台に立って待ち、神が何と答えるかを見よう」と言い（2:1）、神の
啓示（幻）を得ます。それが2:3-4の部分であり、

2:3 で「この幻は定められた時のため。たとえ遅く見えても必ず来る」という確約が与えられ、
2:4 で「正しい者は信仰によって生きる（あるいは不信仰な者は滅びる）」という有名な一節につなが
ります。

要するに、ハバクク書全体の文脈では、「今は裁きや救いが遅延しているように見えても、神のご計画は必
ず成就するから待ちなさい」というメッセージが中心になります。これは「主よ、いつまでですか」という
嘆きへの神の応答として位置づけられます。

2. 「来るべき方」との結びつき  

(1) ユダヤ教・新約聖書における解釈の流れ  

ユダヤ教においても、この「幻（חָזוֹן / chazon）」をメシア到来の預言と結びつけて読む伝承がありま
した。
新約聖書で特に顕著なのが、ヘブル人への手紙10章37節  です。ここではハバクク2:3-4を引用しながら
「来るべき方（ὁ ἐρχόμενος）」をメシア（キリスト）と見なしています。

ヘブル10:37 は LXX（ギリシャ語訳聖書）を下敷きに「ほんのしばらくの間で、『来るべき方』が
来られる。遅くなることはない」というふうに引用し、イエス・キリストの再臨や最終的な救い
に結びつけて解釈しています。
原文ハバクク2:3が指している「幻」を人格化し、「来るお方」として読むスタイルは、当時のラ
ビ的解釈やキリスト教的解釈が展開していた特徴的な読み方と言えます。

(2) 「いつまでですか」と「必ず来る」の対比  

ハバクク書1:2での「いつまでですか」と2:3の「必ず来る。遅れることはない」という流れは、旧約時
代から続く「神の裁き・神の救いは遅いように見えても、定まった時に必ず成就する」というテーマを
強調しています。
バプテスマのヨハネが「主よ、裁きはまだなのですか？」と問う（マタイ11:3ほか）姿は、このハバク
クの嘆きと同じ構造をもち、「神の約束が実際にいつ実現するのか」を正直に問い質す預言者的な姿と
して重ねて読むことができます。

3. 神学的意義  
1. 救いと裁きの“遅延”に対する信仰

ハバクク書も、バプテスマのヨハネや詩篇の嘆きも、「なぜ神は今すぐ行動してくださらないの
か？」という同じ苦悩を扱っています。



ハバクク2:3の「待て。必ず来る」という応答は、そのような苦悩に対する神からの励ましであ
り、すぐには来ないように見えても、定められた時に必ず成就するという信仰を促します。

2. 「来るべき方」のメシア像
ヘブル人への手紙は、ハバクク2:3の「幻」をキリスト再臨への希望につなげて解釈しています。
すなわち、「来るべき方」はイエス・キリストであり、必ず来る（再臨がある）。それまで信仰
を失わず待ちなさい、というメッセージです。
同時に福音書の文脈では、イエスの最初の到来（受肉・公生涯）と、最終的な裁き（再臨）が分
かれている“Already / Not Yet”の二段階構造を強調するようにもなっています。

3. 「いつまでですか、主よ」という嘆きと神の時
ハバクク1:2・詩篇・バプテスマのヨハネの問い（マタイ11:3）など、聖書には「いつまで」とい
う嘆きが繰り返し出てきます。これらは、「人間が感じる遅延」と「神の時とのギャップ」を表
しており、聖書神学全体の大きなテーマの一つです。
神の側からすれば、必ず定められた時にご計画を実現するのであって、その間を「待つ」ことこ
そ真の信仰の試金石になるわけです（ハバクク2:4「正しい人は信仰によって生きる」）。

まとめ  

ハバクク2:3は直接的には「幻（神の啓示）は時至って必ず実現する」という預言ですが、ユダヤ教・
キリスト教の解釈史の中でこれを「来るべき方（＝メシア）」と結びつけて読んできました。
とりわけヘブル10章37節で「少しの間で、来るべき方が来られる」と引用されていることが大きく、
教会史上もこの箇所を「メシア到来への約束」として理解する流れがあります。
さらに、ハバクク1章の「いつまでですか、主よ」との嘆きは、詩篇や預言者の嘆き、そしてバプテス
マのヨハネが抱いた「裁きはいつ来るのか」という問いと軌を一にするもので、神の時を待ち望む信仰
と悩みを示す典型例です。
こうしてハバクク書の文脈と新約のメシア理解がつながり、神の救い・裁きの「すでに／まだ」の時差
をめぐる預言者的メッセージの一貫性が浮かび上がります。

ヘブル10:37 に続いて、11-12章で、信仰をもって待ち望む忍
耐について励ましますね
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ヘブル人への手紙10章37節でハバクク2:3を引用し、「来るべき方が来られる」という約束を提示した直後
に、著者は11章と12章へと進み、「信仰をもって神の時を待ち望む姿勢」を具体的に励まします。ここには
「すぐには実現しないように見えるが、必ず約束は成就する。だからこそ信仰によって忍耐し続けよ」とい
うメッセージが、旧約の事例を通して強調されています。

1. ヘブル10章末の流れと「信仰による生き方」への移行
10:37でハバクク2:3を受けつつ、「主の到来が遅れることはない」と宣言します。そして、「わた
したちは滅びに陥る者ではなく、信仰によって命を得る者だ」（10:39）とまとめています。
ここで語られる「滅びに向かわない」という励ましと「信仰によって生きる」という路線が、11
章に至る「信仰の具体例」のリストにつながります。



2. 11章：「信仰によって…」と先人たちの証
ヘブル11章はアベルから始まり、ノア、アブラハム、サラ、モーセなど旧約の多くの人物が「ま
だ目に見えない約束を信じて歩んだ」例として列挙されます。
特に「彼らは約束されたことを受けないままに死んだが、遠くからそれを見て喜んだ」（11:13）
という点が強調され、神の約束がすぐに成就しなくても、なお神を信頼して生き抜いた彼らの姿
勢が模範として提示されています。
これはハバクク2:3「もし遅く見えても必ず来る」を具体化する姿であり、「主の時を信じ、忍耐
強く待ち続ける信仰」の具体像です。

3. 12章：「忍耐をもって走り抜こう」
12:1-3では、11章で紹介された多くの証人（信仰の先人たち）の存在を「雲のように取り巻く証
人たち」と呼び、それらを見上げつつ自分たちも「走るべき競走を忍耐をもって走り抜こう」と
励ましが語られます。
さらに「信仰の創始者であり完成者であるイエスから目を離さないでいなさい」（12:2）と呼び
かけます。これは、イエスご自身が十字架の苦難を耐え忍ばれたことこそが、神のご計画の完成
に至る道だったという事実を示すことで、「忍耐による勝利」を最も完全なかたちで示された方
を仰ぐように促しています。

4. 待ち望む忍耐と、すでに始まっている救い
ヘブル書全体の大きな神学的テーマは、「イエスによって新しい契約がすでに始まっている」一
方で、「まだ完成には至っていない」という二重性（いわゆる“すでに／まだ”）です。
10–12章では特に、「すでに与えられた約束を土台に、最終的成就に向けて希望を捨てずに歩み続
ける」というメッセージが力強く打ち出されています。ここにハバクク書をはじめとする旧約聖
書の「いつまでですか、主よ」「しかし必ず来る」という預言者的な視点が重ね合わされている
わけです。

まとめ  

ヘブル人への手紙10章37節で提示された「来るべき方」は、神のご計画が必ず成就するという確信の
源です。
その流れを受け、11章では旧約の信仰者たちを具体例に挙げ、「実現が遅れているように見えても神の
真実を信じ抜くこと」が力説されます。
12章ではイエスを「信仰の創始者にして完成者」として示し、「先人たちの模範とイエス自身の模範を
見上げながら、忍耐強く走り続けよう」と結論づけます。
これはまさに「ハバクク2章3-4 → ヘブル10～12章」という大きな脈絡の中で展開される「神の約束は
遅れることなく実現する。ゆえに信仰と忍耐をもって歩みなさい」という聖書神学的なテーマです。
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